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100年以上も続く産地を末永く
日本を代表するブランド梨「日田梨」生産部会が取り組む産地復興

ＪＡおおいたは、県下19ＪＡが合
併した広域ＪＡです。管内は、霧島火山帯や英彦山々系と
いった山々が面積の多くを占めており、起伏に富んだ環境
のなかで地域の特色を活かしたさまざまな品目が生産され
ています。
　今回は、日田市で100年以上栽培されている「日田梨」
の生産者である、ＪＡおおいた日田梨部会生産部長の判田
紀一さんを訪ねました。

「四季を通して日田の梨」

判田さんは、農業大学校卒業後に20歳で就農しました。
就農当初から梨一筋で、現在「幸水」「豊水」「あきづき」水」「あきづき」
を中心に約1.5haの面積を１人で管理しています。ています。
判田さんが生産部長を務める日田梨部会のキャッチフ会のキャッチフ
レーズは「四季を通して日田の梨」で、品種リレー品種リレーや貯
蔵出荷を活用し年間を通して出荷しています。
また、判田さんは「日田梨」の名前を広げてい広げていくため
の取り組みを次のように話し
てくださいました。
「部会全体でJGAPを取得
し、台湾、ベトナム、タイな
どへの輸出拡大を図っていま
す。また、地元企業と連携し
た６次産業化・商品開発など
を行っており、ブランド化に
向け積極的な取り組みを部会
員だけでなくＪＡや行政と連
携して進めています」

100年続く産地をもっと永く

このような歴史ある産地ですが、2017年の豪雨災害で

甚大な被害を受け、一時は生産量が大きく落ち込みまし
た。産地復興をしようにも、梨は植樹から収穫まで約５
年かかるといわれており、未収益期間が長いことから一
筋縄ではいきませんでした。しかし、「100年以上も続い
た産地を守りたい」との思いから、判田さんを含む日田
梨部会とＪＡ・行政が一体となり、2019年から「日田梨
創造的復興プロジェクト」が始まりました。
このプロジェクトは、ＪＡが主体となって園地をリー
ス方式で貸し出し、未収益期間の初期費用を軽減するこ
とに加え、省力的な作業体系を構築できる「流線型仕立」
を導入して将来的な生産性向上に貢献するものです。
判田さんもＪＡ・行政の提案により2021年度からこ判田さんもＪ
ース園制度を活用することにしました。のリース園制度

関係機関への恩返しは“収穫”

　判田さんは、新植から収穫まで５年かかるといわれる判田さんは、
梨を３年目から収穫しています。その理由を「関係機関梨を３年目か

への恩返し」とし、今後
の展望を次のように語り
ます。
「これだけ関係機関が
協力してくれたことに対
し、産地が応えられるの
は１日でも早い出荷。品
質・収量をさらに安定さ
せていくことで『日田梨』
ブランドをもっとつくり
上げ、産地を盛り上げて
いきたい」

　産地復興とブランド化を進める日田梨部会に今後も注
目です。 【全農　九州営農資材事業所　TAC・生産対策課】

大分県日田市　ＪＡおおいた日田梨部会　生産部長 判田紀一さん

地元の酒蔵と開発した梨リキュール 判田さん（左）とＪＡの髙野TAC（右）
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